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1992
ピーター・スロウ博士が最初のプロジェク
トアブロードのボランティアたちを連れて
モルドバの中学校で英語を教える

1993
最初のコンピュータ導入

1994
イギリスで最初の
オフィス設立

ProjectS
Abroad

これまでの歩み

イントロダクション
世界中で展開しているプロジェクトアブロードの活動実績を収集することは、刺激的な作業でした。わずか一年
間で私たちのグローバルコミュニティが達成した貢献の数々には驚くばかりです。そのインパクトは、単に私たち
がサポートしたボランティアみなさんの数、ボランティア一人が旅する時間の長さ、そして私たちが展開する何
百というプロジェクトの数を凌駕します。インパクトとはこれらすべての要素を組み合わせた現在進行中かつポ
ジティブな成果なのです。

この報告書を編集する中で、私たちは驚異的な統計をいくつか見出しました。タイで回収した5トンのごみから、
アルゼンチンでコルドバのホームレス20％に無償で配布したIDカード、メキシコで孵化させた193,375個の海
亀の卵、12の活動国で実施した教材を使えるようにするための識字率キャンペーン、現地提携団体への50万ド
ルを超える直接出資に至るまで実に多様な分野で成果が見られました。。これらはすべての活動のわずか一部
ですが、すべてこの一年間で達成されたものです。

耳にした個人個人のストーリーにはただ驚くばかりです。カンボジアではマイクロファイナンスプロジェクトの
団体融資のおかげで自営業を立ち上げた女性たちが、１日わずか３ドル以下の稼ぎだった厳しい労働環境下の
縫製工場から抜け出すことができました。理学療法士のボランティアたちは、子供たちが初めて歩くのを目の当
たりにし、公衆衛生プロジェクトではある女性が視力を回復させました。ジャマイカではホームレスの人々に食
事や物資を提供し、メキシコのハリスコ州における最も汚染が酷い地域に職業学校を建築する環境保全活動
家の方々を支援しました。まだこうした実例は続きますが、実際私たちのコミュニティが及ぼしたインパクトの
大きさは実際のところ計算することが難しく、もしくは理解することさえ難しいかもしれません。ここで記載して
いる内容はいくつかのハイライトに過ぎません。

私たちのボランティアの活動期間は、１週間のような短期から１年間の長期に至るまでそれぞれです。学生か
ら、社会人、専門家、退職者、家族に至るまで世界中のあらゆる世代の方々が参加してこられました。時に、一人
の短期ボランティアの活動が果たして現地にどれだけの貢献をもたらしているのか不思議がる人もいます。一
見、一人のボランティアがわずか１～２週間でどれだけの違いを生み出すことができるのかを測ることはとても
難しいことでしょう。しかし、短期間の参加でも何千という人々が同じ目標に向かって自らの時間をボランティア
活動に捧げてくださることで、結果として大きな前進を共に達成することにつながるのです。私たちは一人の活
動期間がたとえ短期間であっても、長期参加者と同様に必要なサポートや情報を提供するのが私たちの義務で
あることはよく理解しています。プロジェクトアブロードのボランティアたちは世界でも最も社会的に弱い立場
にあるグループと共に働き、私たちは真剣にその任務に取り組んでいます。ボランティアたちがコミュニティに変
化を生み出し、世界をより良くするために効果的な方法でプロジェクトを運営していることに私たちは誇りに感
じています。

海外ボランティアは奉仕の行為であると同時に、自らを顧みる機会を与えてくれるものです。他者を助け、他者
から学ぶために自分の快適な暮らしから外へ抜け出すことは決して小さな功績ではありません。して未知なる
探検やインパクトを残すことを求めて世界中からやってくる人々をつなげることが私たちの喜びです。

これを実現させるために惜しみない努力をしてくださるすべてのボランティア、インターン、そしてスタッフに心よ
り感謝します。

- Jessica Warner,
Head of Program Development

- Siena Hickey,
  Global Insights Manager
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ケアデータベースとは？
2015年、私たちはケアデータベースを立ち上げました。こ
れにより、子供たちの英語レベル、数学の基礎知識、そし
て年齢ごとに目標とする発育段階に達しているかといっ
た総合的な成長を評価するためのチェックリストを利用
することで、ケアボランティアたちは自らの貢献度を測定
することできるようになりました。このチェックリストは日
々の活動のガイドとしての役割も果たし、更新は定期的

に行われ、ケアデータベースの中に蓄積されていきます。こうすることで、子供たちの発育状況をリアルタイムでモニタリン
グすることができ、スタッフや将来のボランティアたちが必要とされる特定の分野に素早くフォーカスすることができます。
一方で、私たちは衛生面などの活動先の環境や識字率（例はトーゴのあるケア活動の施設で実際に使っているチェックリ
スト）の査定も実施しています。ケアデータベースは児童保護の観点からも安全なパスワードによって保護されたプラット
フォームです。2016年はこのデータベースをさらに教育、医療、そして環境保護プロジェクトにも拡大していく予定です。

19971995
スロウ博士がフルタイムスタッ
フを雇用、プロジェクトアブロ
ードチーム結成の始まり

1996
初のケアプロジェクトの
活動国としてガーナオフ

ィスの設立

1.1 教師へのサポート
超満員の教室と教材不足が子供たちの学習を妨げています。* この環境下では、現地の先生だけでは生徒一
人一人の要求に対応できません。こうした先生たちをサポートするために、735名の教育ボランティアが350校
の計20,580名の生徒たちに授業の手伝いをしました。これはあくまでも１クラス世界平均28名の生徒に対し
てボランティア一人が活動したという計算に基づいた内輪の見積もりです。* それぞれの教育機関が定める
ニーズに応えるためにプロジェクトの目標が定められた教育マネージメントプランに則り、教育ボランティア
たちはこれらの貧しい生徒たちに奉仕しています。

開発途上国の多くの学習方法は、暗記と繰り返しに重きがおかれるいわゆる伝統的な教授方法が採られて
います。ボランティアたちは現地の先生と協力しながら創作的で対話式の教授メソッドを導入しています。ま
た、私たちは11の活動国でホリデースクールを運営し、そこでボランティアたちは学校の休暇の間、楽しく独
創的な学習の機会を提供しています。

1. 社会面におけるインパクト

350校で
20,580名の生
徒に対して教
育サポートの
提供

* 教育プロジェクトの活動先における平均のクラスサイズ：トーゴ 50、ベトナム 43、セネガル 41、南アフリカ40、ケニア 38
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1999 
ネパール、メキシコ、トーゴに活動
国の拡大、ドイツとアメリカにリク

ルートオフィスの開設

1998
次の活動国として中国を追加、医療

プロジェクトの開始

ケアデータベース導入によるポジティブな反応を受け、私たちは長期教育目標進達成のた
めの測定をより簡素化するため、正式に教育データベースの作成へと取り掛かります。核と
なるターゲットは英語力、数学の基礎知識、快適な教室環境の促進と教材や図書室の入手
です。私たちの提携団体が求めるきめ細かい目標を理解することで、彼らの要望を査定し、
ボランティアたちが大きなインパクトをもたらすことができるような活動先をマッチングして
いきます。

ケアボランティアたちはすでに英語力や数学の基礎知識における向上に非常に大きなイン
パクトを残してくれました。2015年、彼らは子供たちや教育施設のためのセキュリティに配
慮した安全な進捗ファイルを1,920も作成し、様々な目標に応じて子供たちの成長を記録し
ています。こうしてたくさんの活動国で回収された基礎データを用いることで、私たちはすで
に次なるターゲットの結果をある程度把握できています。これらの成果を定期的に更新し
共有することで、ボランティアたちや恩恵を受ける提携団体が各活動先の現況を把握するこ
とができるのです。

31-Jan-15 28-Feb-15 31-Mar-15

データなし

30-Apr-15 31-May-15 30-Jun-15 31-Jul-15 31-Aug-15 30-Sep-15 31-Oct-15 30-Nov-15 31-Dec-15

L1: かなりの支援が必要 L2: いくらかの支援が必要 L3: 支援の必要なし

1.2 識字率の向上
しっかりと整った環境さえ与えられれば、子
供は自然と読み書きの基本的なスキルを身
につけます。2015年、ボランティアたちが12ヶ
国の計26校で識字率向上キャンペーンを実
施しました。右のグラフでもわかるように、し
っかりと情報収集し、世界中で識字率に関す
る環境が改善されていることが見て取れま
す。このキャンペーンは長期にわたる関与が
必要で、私たちはこのリアルタイムの査定と
調査を通してこうしたコミュニティを支援す
ることを誓いました。

12ヶ国から集めたデータを基にした識字率の発達

「継続的なプロジェクト
アブロードのボランティア
たちの支援のおかげで、
チャイルドケアセンターの
スタッフ一人における子
供の数の割合を低く維持
することができ、それによ
って一人ひとりへのサポ
ートや生徒全員が受ける
教育のレベルが向上して
います」

– Khemara Organisation
カンボジアの提携先デイケアセン
ターの年次報告書より
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2015年、 以下のプログラムを実施しました

2001
初めて年間1,000人以上の

ボランティア達成

私たちが活動している多くの国で
は、プライマリーヘルスケアの仕組
みが整ってなく、すべての人々のニ
ーズを満たすことができていませ
ん。こうしたプライマリーヘルスケ
アに対するプレッシャーを消し去る
ためには、地域レベルで病気予防
のためにできることを私たち全員
ですることが不可欠です。医療ボラ
ンティアたちが実施する臨床経験
や研究に加え、医療アウトリーチは
こうしたニーズに応えるための最
良の方法といえます。

2000
ペルーオフィスの開始、最初の環
境保護プロジェクトはアマゾン

熱帯雨林にて

【何を？】
アウトリーチと
啓蒙活動

【どこで？】 
60以上の場所で

【誰に対して？】 
危険な状態にある
グループに対して

•	 市場販売グループ

•	 女性グループ

•	 医療サービスへのアクセスが困
難な地域

•	 診療所を訪ねる時間がないフルタ
イム労働者

•	 危険な状態にある性的に活発な
子供や青年

•	 田舎の地域と村々

•	 都市部の貧困エリア

•	 学校

•	 デイケアセンター

•	 居住施設

•	 マラリアやデング熱などの蚊を媒
体とする病気

•	 傷の手当てと感染予防

•	 栄養管理、感染する可能性のない
病気、健康なライフスタイル

•	 HIVテストと家族計画

•	 保健衛生

1.3 地域保健の促進
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1.4 社会正義への貢献
プロジェクトアブロードは南アフリカ、アルゼンチン、ガーナ、セネガルにおける４つ
の人権センターに出資し運営しています。南アフリカでは2,000を超える事例を扱
い、その中にはボランティアたちがルワンダ、ブルンジ、コンゴの政情不安から逃れ
てきた難民を助けるのに協力した400を超える難民訴訟も含まれています。現在も
550以上の訴訟を扱っており、毎日新たな問い合わせが舞い込んできます。これらは
2016年のボランティア参加者たちの仕事で、プロジェクトアブロードの法律チームの
サポートやアドバイスを受けながら活動していきます。

今年、アルゼンチンではコルドバのホームレス人口全体の20％に無償でIDカードを
提供しました（仕事に就き、医者に診てもらう必要あり）。また一方で、「Ability for 
Life」と呼ばれるプログラムを発展させ、虐待を受けた若い女性被害者に権限を与
え、サポートするために活動しています。2016年もこの活動を継続させ、危険にさら
されている若い男性にもこのプログラムを拡げていく予定です。

2003
絶滅しかかっていたクモザルをアマゾン
のタリカヤ保護区に移すことに成功、
ボリビアが活動国として新たに追加

2002
モンゴルとスリランカが活動国
に追加、多数のリクルートオフィ

スも開設

「子供たちはプロジェクトア
ブロードが立ち上げた部屋
で行われている多感覚環境
セラピー活動を楽しんでいま
す。セラピーの時間が始まる
と以前よりも落ち着いて、泣
き止むようになったんです」

- ベトナムのハノイにある自閉症ケア
センター

1.5 障がい者の生活水準の改善
開発途上の世界では、障がいを抱える子供や大人への専門的サポートが明らかに
不足していますプロジェクトアブロードは、現地のケアセンターと提携し、何百とい
うボランティアたちはそこで助けを必要としている人々のために尽くしています2015
年、私たちは多感覚環境セラピーをいくつかの活動国に導入し、脳の機能と五感の
関係を刺激する活動を助長させるための器具を充実させました。多感覚環境セラピ
ーは社会・認知・言語・生理・運動にかかわる恩恵を司る感覚刺激の基本的なフォー
ムです。プロジェクトアブロードのボランティアはお申し込み後に誰でもこの情報に
アクセスすることができ、多くの活動国でこうした仕事を実施できるような部屋や庭
を造りました。

多感覚環境セラピー
の利点
•	 注意喚起と集中力の増加

•	 運動器官の共同作用の向上と発達

•	 脳の機能増加による認知力の促進

•	 社会的相互作用と伝達能力の強化

•	 セラピー時における劇的なストレスレ
ベルの低下

プロジェクトアブロードがコルドバの
ホームレス20％へ無償IDカード提供
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2006
エチオピアとコスタリカで活動開始、
ボランティアの数は5,000人を超える

2. 環境面におけるインパクト

2.1 生息地のモニタリング
生態系を保護するためには、まずは生態系を理解しなくてはなりませ
ん。私たちは広範囲にわたる地域の人々を教育するうえで非常に重要
な役割を担っています。私たちの環境保護プロジェクトでは、海洋、熱
帯雨林、洞窟、山脈、国立公園などで、世界中の何千という生物をモニ
タリングしています。一貫して現地の動植物を追跡することで、これら
生物の習性、相互作用、脅威におけるエキスパートになりました。今年
は測候所を建て、また野生動物の習性を観察するために48台の地上
センサーカメラ、96台の海中カメラを７つの活動国に設置しました。私
たちのプロジェクトは膨大な知識ベースを保管し、多岐にわたる生態
系をカバーしています。環境保護の専門知識に長けた現地スタッフが、
環境保護のマネージメントプランを作成しています。2016年はこうした
データをより効率的に分析し共有するために、プロジェクトのデータ
ベースをさらに発展させ、そうすることで実践的な力を拡大させ、地球
の保護にさらに貢献していく予定です。

プロジェクトアブ
ロードのリサーチ
は以下の分野で公
表されました：
•	 鳥類学

•	 昆虫学

•	 哺乳類学

•	 生物の野生への返還方法

•	 海洋大型動物

2004
スリランカの破壊的な津波被害を受
け、最初の復興支援プロジェクトの

開始

2005
セネガル、カンボジア、アルゼンチンにオフ
ィスを開設、プロジェクトアブロードのチー

ムに100人目のスタッフが加わる
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2009
タンザニアでプロジェクト開始、5,000人の
ボランティアに対応する活動先の拡充、計
15,000人のボランティアネットワークを構築

2008
ジャマイカで初のボランティアの受け
入れ、ボランティアコミュニティの規模

は10,000人以上となる

2007
モロッコと南アフリカで草
の根運動を展開するNGO

との提携

2.2 大規模汚染への取り組み 
何千もの生物にとって最大の脅威は人間による汚染です。私たちは廃棄物を最小限
にし、真剣に地球を守る責任を全員で共有しています。ボランティアたちが環境保護
プロジェクトに参加してくださるということは、彼らはすでに行動を起こす準備がで
きているということを意味します。2015年、私たちは８トン以上のごみを回収しまし
たが、そのうち５トンはタイで地域の掃除をして回収したものです。どの活動国でも、
回収されたごみの大部分は野生動物にとって有害なプラスチック製だったとの報告
がありました。また、カンボジアで出た2.5トンのごみもうち54％は、ボランティアたち
がプロジェクト中にダイビングを通して海中から回収されたものです。私たちはこう
したごみを回収し、データとして提供し、分析することで、その地域の人々に行動をと
るよう呼びかけることができるのです。

2015年、プロジェクトアブロードは海中のプラスチック（ビニール）によって引き起こ
されている環境破壊を伝えるキャンペーンを実施しました。カンボジアとフィジーで
はボランティアたちが再利用可能のコットンバッグを地域に配り、プラスチックが海
洋生物と生態系にとっていかに危険かを伝える注意喚起キャンペーンを行いまし
た。また、カンボジアの学校ではリサイクルステーションをつくり、そこでは竹や再利
用のガラス瓶のコーヒーカップをつくるなどして、プラスチックを使わないプログラム
を展開していきました。

458,993
発泡スチロールの容器

ビーチ清掃
タイでの回収物トップ５

19,232
ビニール袋

11,333
食べ物用ラップと容器

23,455
煙草の吸殻

12,567
プラスチックのペットボトル

2.3 自然生態系保護活動
人間が引き起こした環境破壊は脆い生態系に取り返しのつかないダメージを与え
るかもしれません。私たちが共に活動する環境保護専門家は環境バランスを回復さ
せ、固有の動植物を保護することに熱心になっています。フィジーでは30,000本のマ
ングローブの苗木を植え、エクアドルのガラパゴス諸島では野鳥が巣をつくるエリア
で外来種の植物を伐採しました。こうした活動を通して、ボランティアたちが生態系
を回復させ、より自然に近い状態に戻すために世界各国で非常に大きな力を注いで
くれました。
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3.経済面におけるインパクト
3.1 必要とされている地域への建築活動
フィリピンでは台風ハイエンによる大きな災害を受け、230人の台風復興支援
ボランティアたちが７つの学校を再建し、デイケアセンターには新しい教室を
22室建てました。こうした現在も進行中のボランティアたちの努力のおかげ
で、現在では3,000人を超える生徒が学校で授業を受けています。また、災害に
より引っ越しを余儀なくされた住民のために24棟の家を建築しました。2015
年4月にネパールで発生した壊滅的な地震に対しては、私たちは資金と人材
を被災地の復興支援事業に優先させました。現時点ですでに3つの学校を再
建し、2016年にはさらに2つ完成させる予定です。

3.2 小売業者の育成
25億人以上もの大人が銀行口座をもっていないとされています。開発途上国で
は金融機関にアクセスすることが難しい地域が頻繁に見られ、こうした環境では
マイクロファイナンス事業が銀行口座を持っていない人たちに対して信用貸しへ
のアクセスを可能にしてくれます。これらの小口融資の機会は世界の貧困に対し
て経済成長や経済活動を促すことができ、2010年以来プロジェクトアブロードは
この分野にも力を注いできました。2015年はカンボジアのマイクロファイナンス
プロジェクトで18人に対して何千ドルものローンを提供し、彼らはボランティア
の家庭訪問の際に少しずつ返済しています。プロジェクトのローンオフィサーの
助けもあって、ボランティアは簿記、マーケティング、会計などのトレーニングを借
り手に施しています。これらの少額ローンのおかげで、借り手の小売業者たちは
劣悪な労働環境から逃げ出し、起業し、事業を成長させることができるようにな
りました。

台風ハイエン発生以後、7つの学校
とデイケアセンターに計22の新しい

教室を建設

急務の復興支援活動に加
え、2015年は以下の建築
活動も実施しました：
•	 南アフリカでタウンシップ内に幼稚園と図書館

•	 マサイ族のコミュニティのための学校

•	 ガーナで家屋、学校、教師の宿舎

•	 ジャマイカでコミュニティホーム

•	 セネガルでトイレなどの衛生設備

2011
エクアドルとフィジーが活動国に追
加、日本にリクルートオフィス開設

2012
プロジェクトがケニア、サモ
ア、ベトナムに拡大

マイクロファイナンスの
ケーススタディ
カンボジアのプノンペン在住のP.L.さん

融資を受ける前
P.L.さんは縫製工場に勤めていて、厳しい労働環境に
よりしばしば体調を崩していた。家には教育費が必
要な子供たちがいたが、健康上の理由で彼女は仕事
を辞めざるを得なかった。子供たちが成長すると、プ
ロジェクトアブロードのボランティアが活動するデイ
ケアセンターに子供たちを預けることにした。そこで
私たちは起業に関心がある彼女と知り合うこととな
った。

融資のおかげで
P.L.さんは現在、プロジェクトアブロードからのローン
で購入した露店で、日中は食料品を、夕方にはケーキ
を扱う小売業を営んでいる。彼女の収入は以前の工
場よりも多く、交通費と健康面での出費が下がったお
かげで毎月の貯金も増えている。彼女は体調も優れ、
子供たちを学校へ通わせる余裕もできた。

出典：2015年第三期カンボジア・マイクロファイナンス
報告書

2010
セネガルで最初のマイクロフ
ァイナンスプロジェクト開始
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2013
プロジェクト開始から21年を迎える、
フィリピンが活動国に加わる

2014
ボランティアを支える500人のスタッフと
世界60ヶ国に広がるパートナー

2015
ベリーズとマダガスカルで新

たに活動開始

3.3 50以上のプロジェクトへの直接出資 
プロジェクトアブロードは何百もの活動先と提携し、ボランティアたちが草の根レベルで大切なサポートを提供しています。このパートナーシッ
プは多くの私たちの活動先にとって理想的なものです。さらに、プロジェクトアブロードが100％出資し運営しているプロジェクトもあり、この直
接出資となる年間を通じたスポンサー関係の存在が必要とされているエリアにとって大きな意味をもっています。2015年は50以上のプロジェク
トがプロジェクトアブロードのスタッフとボランティアたちによって出資され、運営されました。

コミュニティ系
プロジェクト
ガーナ、ジャマイカ、南アフリカ、タン
ザニア、セネガル、ネパールの建築プ
ロジェクト

ガーナのコミュニティ農場

コスタリカ、ガーナ、セネガル、タンザ
ニア、カンボジアのマイクロファイナン
スプロジェクト

ガーナ、セネガル、南アフリカ、アルゼ
ンチンの法律・人権プロジェクト

ガーナ、ベリーズ、カンボジア、フィリピ
ンの公衆衛生プロジェクト

ガーナの宿営地サッカークラブ

ボリビアのCochabannerマガジン、南
アフリカのCape Chameleonマガジン

ペルーのインカプロジェクト

フィジー、南アフリカ、ペルーの栄養管
理プロジェクト

Voices of the World

Sounds of the World

環境系
プロジェクト
アルゼンチンのアニマルケアセンター

ペルーのアマゾン熱帯雨林保護プロ
ジェクト

カンボジアの海洋保護プロジェクト

フィジーのサメ生態保護プロジェクト

コスタリカの熱帯雨林保護プロジェ
クト

エクアドルのガラパゴス諸島保護プ
ロジェクト

メキシコのウミガメ保護プロジェクト

ボツワナのアフリカ南部環境保護プ
ロジェクト

ネパールのヒマラヤ山脈保護プロジ
ェクト

タイの海洋保護プロジェクト

ケニアのサバンナ保護プロジェクト

ケア＆教育系
プロジェクト
カンボジアのデイケアセンター

セネガルのタリベセンター

セネガルのサマースクール

ペルーの教員研修

スリランカのITセンター

スリランカの複数のケアセンター

ルーマニアの生徒たちのための演劇
ワークショップ

タンザニアのマサイ族の教育プロジ
ェクト

11ヶ国で実施されるホリデープログ
ラム

ガーナの小学校

ガーナの中学校

3.4 ビジネス開発 

ボランティアたちのスキルももちろん大切ですが、同時に活
動に必要な物資の大切さも認識しています。ボランティア
たちのおかげで、必要とされるものが不足している場所か
らの要望に応じることできます。2015年、プロジェクトアブ
ロードは50万ドル以上を活動先に寄付しました。これによ
り、ボランティアたちの現地での活動の効果が何倍にもな
りました。

提携団体
へ50万ド
ル以上の
寄付

学校の
教材

ビジネス
開発

学校の修繕
と建築

スポーツ
用具

ヘルスケア
サポート

家やコミュニティ
センターの修繕
や建築
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私たちはそれぞれの文化をつなげることでより人道的な世界が始めると信じています。
お互いがお互いを理解し、学び合うことで、

グローバルマインドをもったリーダー世代を創りあげていきます。

1,000以上のホストファミリーの
生計に貢献

何千ものビジネスの
立ち上げに貢献

100万時間に及ぶ
プロジェクトアブロードスタッフのサポート

開発途上国における
570名のフルタイム
スタッフのサポート

2015年は90ヶ国以上から
9,000人以上ものボランティアが参加


